
実施
内容

研修①
基礎学習(集団)

研修②
振り返り(集団)

日常での実践（個別）
研修③

スキルアップ&フォローアップ（集団）

(仮称)若者自身が身近な相談者になる「ユースゲートキーパー」の育成事業（自殺対策）

具体的
内容

【講義時間】90分
【講義内容】
・自殺問題の基礎知識の
講義
・若者が援助を求める際
に生じるスティグマに関す
る講義・身近な人の異変
の早期発見観点を増やす
ワーク

※上記をふまえ、日常で
の実践課題を宿題とする

【講義時間】90分
【講義内容】
・日常での実践の振り返
り
・相談を受けるロールプレ
イ

【課題・テーマ】
・周囲に異変がないかよく
観察する
・異変に気付いたら声をか
ける
・話を受け止める
・一人じゃない。と伝えるこ
とで悩む若者本人の孤立
感を防ぐ。
・上記をふまえ、宿題シー
トに援助記録を記入。

【対象者】
養成講座を受講した学生のうち各講座あたり40名
【講義時間】
180分
【講義内容】
・スキルアップのための講義
・グループ討議
・ロールプレイング 等
【受講料】
無料
【修了証書】
「（仮称）ユースゲートキーパー修了証」の交付

受講後
の目指
す姿

＜養成講座のみ受講した学生＞
同世代の「死にたい」悩みを受け止める視座や対応方法を身につけ、今後、実生活で
も異変に気づき手を差し伸べる行動を取ることができる。

＜定着講座まで進んだ学生＞
同世代の「死にたい」悩みを受け止め、本人が自
らの悩みや心の不調と向き合い、その結果、自殺
の前兆にも関わる自傷行為等を止められるような
自殺予防に効果的対応を取ることができる。

目的
日常生活やＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）でＳＯＳの情報を受けることが多い若者（特に大学生）を対象に、「自分自身をセルフケアする
力」「同世代の悩み相談に応える力」を育成し、若者同士が支えあう環境をつくり、若者の自殺予防を推進する。

養成講座 （大学の授業の一環として実施） 定着講座 （養成講座の各講座より希望者を募集）
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ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

・希望者の
み受講。
・メールで申

込

＜個人情報を取り扱う部分＞
●委託先が収集する情報項目
・「定着講座」受講希望者の「氏名」「メールアドレス」

電子メール利用時のセキュリティ対策
・添付ファイルへのパスワード付与
・講義内でインターネットの危険性に関
する説明をし、受講者への意識啓発を図
る

委託先パソコンのセキュリティ対策
・ID、パスワードの設定・認証
・外部からの不正アクセス対策（ファイアウォール等）
・ウイルス対策ソフトの導入
・セキュリティ更新プログラムの適用
・パソコン上の情報へのアクセス制御・パスワード付与


